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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年4月17日(2014.4.17)

【公開番号】特開2012-230664(P2012-230664A)
【公開日】平成24年11月22日(2012.11.22)
【年通号数】公開・登録公報2012-049
【出願番号】特願2012-4278(P2012-4278)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/044    (2006.01)
   Ｇ０３Ｃ   1/06     (2006.01)
   Ｇ０３Ｃ   1/047    (2006.01)
   Ｇ０３Ｃ   1/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３５０Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   3/044   　　　Ｅ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ｄ
   Ｇ０３Ｃ   1/06    　　　　
   Ｇ０３Ｃ   1/047   　　　　
   Ｇ０３Ｃ   1/74    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月27日(2014.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明支持体上にパターニングされた電極が形成された透明電極シートであって、該電極
が線幅１０μｍ以下の金属細線からなり、該電極の透明支持体から遠い側の表面の反射色
度ｂ1

*と、該電極の透明支持体に近い側の表面の反射色度ｂ2
*との差の絶対値が２以下（

｜△ｂ*｜＝｜ｂ1
*－ｂ2

*｜≦２）であることを特徴とする透明電極シート。
【請求項２】
　前記金属細線の線幅が２μｍ以上、６μｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載
の透明電極シート。
【請求項３】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*との差の絶対値が１．５以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

５）であることを特徴とする請求項１又は２に記載の透明電極シート。
【請求項４】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*との差の絶対値が１．０以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

０）であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項５】
　前記ｂ1

*が０以下（ｂ1
*≦０）であることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に

記載の透明電極シート。
【請求項６】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*とが、－２．０＜ｂ1

* ≦０、かつ－１．０＜ｂ2
*≦１．０である
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ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項７】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*とが、－１．５＜ｂ1

*≦－０．３、かつ－０．７＜ｂ2
*≦０．５で

あることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項８】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*とが、－１．０＜ｂ1

*≦－０．５、かつ－０．５＜ｂ2
*≦０．２で

あることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項９】
　前記電極を構成する金属細線の厚みが０．１μｍ以上、１．５μｍ以下であることを特
徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項１０】
　前記電極を構成する金属細線の厚みが０．２μｍ以上、０．８μｍ以下であることを特
徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項１１】
　前記金属細線が金、銀、又は銅から選択される金属材料で形成されることを特徴とする
請求項１～１０のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項１２】
　前記電極が前記金属細線からなる格子で形成され、該格子の単位格子の一辺の長さが５
０～５００μｍであることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の透明電極
シート。
【請求項１３】
　前記電極が前記金属細線からなる格子で形成され、該格子の単位格子の一辺の長さが１
５０～３００μｍであることを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の透明電
極シート。
【請求項１４】
　該透明支持体上にパターニングされた電極が、透明支持体上に形成されたハロゲン化銀
乳剤を含む１以上の感光層を露光現像して形成されたものであり、該感光層に含まれる銀
とバインダーの体積比（銀/バインダー比）が１．０以上である層を有することを特徴と
する請求項１～１３のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１項に記載の透明電極シートを２枚用い、該２枚の電極側が
向き合って対抗するように絶縁体を介して積層したタッチパネルであって、２枚の電極シ
ートの電極の導通の向きが略直交していることを特徴とする静電容量式タッチパネル。
【請求項１６】
　透明支持体の両面上にパターニングされた電極が形成された透明電極シートであって、
該電極が線幅１０μｍ以下の金属細線からなり、一方の面に形成された電極の透明支持体
から遠い側の表面の反射色度ｂ1

*と、他方の面に形成された電極の透明支持体に近い側の
表面の反射色度ｂ2

*との差の絶対値が２以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1
*－ｂ2

*｜≦２）である
ことを特徴とする透明電極シート。
【請求項１７】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*との差の絶対値が１．５以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

５）であることを特徴とする請求項１６に記載の透明電極シート。
【請求項１８】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*との差の絶対値が１．０以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

０）であることを特徴とする請求項１６又は１７に記載の透明電極シート。
【請求項１９】
　前記ｂ1

*と前記ｂ2
*とが、－２．０＜ｂ1

* ≦０、かつ－１．０＜ｂ2
*≦１．０である

ことを特徴とする請求項１６～１８のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項２０】
　前記電極を構成する金属細線の厚みが０．１μｍ以上、１．５μｍ以下であることを特
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徴とする請求項１６～１９のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項２１】
　前記金属細線が金、銀、又は銅から選択される金属材料で形成されることを特徴とする
請求項１６～２０のいずれか１項に記載の透明電極シート。
【請求項２２】
　前記電極が前記金属細線からなる格子で形成され、該格子の単位格子の一辺の長さが５
０～５００μｍであることを特徴とする請求項１６～２１のいずれか１項に記載の透明電
極シート。
【請求項２３】
　請求項１６～２２のいずれか１項に記載の透明電極シートを用いたことを特徴とするタ
ッチパネル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
＜１＞
　透明支持体上にパターニングされた電極が形成された透明電極シートであって、上記電
極が線幅１０μｍ以下の金属細線からなり、上記電極の透明支持体から遠い側の表面の反
射色度ｂ1

*と、上記電極の透明支持体に近い側の表面の反射色度ｂ2
*との差の絶対値が２

以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1
*－ｂ2

*｜≦２）であることを特徴とする透明電極シート。
＜２＞
　上記金属細線の線幅が２μｍ以上、６μｍ以下であることを特徴とする＜１＞に記載の
透明電極シート。
＜３＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*との差の絶対値が１．５以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

５）であることを特徴とする＜１＞又は＜２＞に記載の透明電極シート。
＜４＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*との差の絶対値が１．０以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

０）であることを特徴とする＜１＞～＜３＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜５＞
　上記ｂ1

*が０以下（ｂ1
*≦０）であることを特徴とする＜１＞～＜４＞のいずれか１項

に記載の透明電極シート。
＜６＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*とが、－２．０＜ｂ1

* ≦０、かつ－１．０＜ｂ2
*≦１．０である

ことを特徴とする＜１＞～＜５＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜７＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*とが、－１．５＜ｂ1

*≦－０．３、かつ－０．７＜ｂ2
*≦０．５で

あることを特徴とする＜１＞～＜６＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜８＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*とが、－１．０＜ｂ1

*≦－０．５、かつ－０．５＜ｂ2
*≦０．２で

あることを特徴とする＜１＞～＜７＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜９＞
　上記電極を構成する金属細線の厚みが０．１μｍ以上、１．５μｍ以下であることを特
徴とする＜１＞～＜８＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜１０＞
　上記電極を構成する金属細線の厚みが０．２μｍ以上、０．８μｍ以下であることを特
徴とする＜１＞～＜９＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜１１＞
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　上記金属細線が金、銀、又は銅から選択される金属材料で形成されることを特徴とする
＜１＞～＜１０＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜１２＞
　上記電極が上記金属細線からなる格子で形成され、上記格子の単位格子の一辺の長さが
５０～５００μｍであることを特徴とする＜１＞～＜１１＞のいずれか１項に記載の透明
電極シート。
＜１３＞
　上記電極が上記金属細線からなる格子で形成され、上記格子の単位格子の一辺の長さが
１５０～３００μｍであることを特徴とする＜１＞～＜１１＞のいずれか１項に記載の透
明電極シート。
＜１４＞
　上記透明支持体上にパターニングされた電極が、透明支持体上に形成されたハロゲン化
銀乳剤を含む１以上の感光層を露光現像して形成されたものであり、上記感光層に含まれ
る銀とバインダーの体積比（銀/バインダー比）が１．０以上である層を有することを特
徴とする＜１＞～＜１３＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜１５＞
　＜１＞～＜１４＞のいずれか１項に記載の透明電極シートを２枚用い、上記２枚の電極
側が向き合って対抗するように絶縁体を介して積層したタッチパネルであって、２枚の電
極シートの電極の導通の向きが略直交していることを特徴とする静電容量式タッチパネル
。
＜１６＞
　透明支持体の両面上にパターニングされた電極が形成された透明電極シートであって、
上記電極が線幅１０μｍ以下の金属細線からなり、一方の面に形成された電極の透明支持
体から遠い側の表面の反射色度ｂ1

*と、他方の面に形成された電極の透明支持体に近い側
の表面の反射色度ｂ2

*との差の絶対値が２以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1
*－ｂ2

*｜≦２）であ
ることを特徴とする透明電極シート。
＜１７＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*との差の絶対値が１．５以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

５）であることを特徴とする＜１６＞に記載の透明電極シート。
＜１８＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*との差の絶対値が１．０以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1

*－ｂ2
*｜≦１．

０）であることを特徴とする＜１６＞又は＜１７＞に記載の透明電極シート。
＜１９＞
　上記ｂ1

*と上記ｂ2
*とが、－２．０＜ｂ1

* ≦０、かつ－１．０＜ｂ2
*≦１．０である

ことを特徴とする＜１６＞～＜１８＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜２０＞
　上記電極を構成する金属細線の厚みが０．１μｍ以上、１．５μｍ以下であることを特
徴とする＜１６＞～＜１９＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜２１＞
　上記金属細線が金、銀、又は銅から選択される金属材料で形成されることを特徴とする
＜１６＞～＜２０＞のいずれか１項に記載の透明電極シート。
＜２２＞
　上記電極が上記金属細線からなる格子で形成され、上記格子の単位格子の一辺の長さが
５０～５００μｍであることを特徴とする＜１６＞～＜２１＞のいずれか１項に記載の透
明電極シート。
＜２３＞
　＜１６＞～＜２２＞のいずれか１項に記載の透明電極シートを用いたことを特徴とする
タッチパネル。
　本発明は、上記＜１＞～＜２３＞に関するものであるが、その他の事項（たとえば下記
［１］～［２６］に記載した事項）についても参考のために記載した。
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［１］透明支持体上にパターニングされた電極が形成された透明電極シートであって、透
明支持体に遠い側の電極表面の反射色度ｂ1

*と、透明支持体に近い側の電極表面の反射色
度ｂ2

*との差の絶対値が２以下（｜△ｂ*｜＝｜ｂ1
*－ｂ2

*｜≦２）であることを特徴と
する透明電極シート。
［２］該電極の反射色度ｂ1

*と、反射色度ｂ2
*との差の絶対値が１．５以下、更に好まし

くは１．０以下であることを特徴とする項１に記載の透明電極シート。
［３］該電極の表面を透明支持体から遠い側から測定した反射色度ｂ1

*がｂ1
*≦０である

ことを特徴とする項１又は項２に記載の透明電極シート。
［４］該電極が透明支持体上に形成されたハロゲン化銀乳剤を含む１以上の感光層を露光
現像して形成されたものであり、該感光層に含まれる銀とバインダーの体積比（銀/バイ
ンダー比）が、１．０以上である層を有することを特徴とする項１～３のいずれか１項に
記載の透明電極シート。
［５］該感光層に含まれる銀とバインダーの体積比（銀/バインダー比）が１．５以上で
ある層を有することを特徴とする項４に記載の透明電極シート。
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